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村のようす
(45.10月1日現在）
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国道118号線（水戸～郡山）改修工事

は昭和49年完成を目指して、現在工事

が進められているが、村内関係区間も

竜崎ガード附近の一部を除き昭和46年

度完成予定で急ピッチで作業が進めら

れています。今後は国道118号線の完

成により村の飛躍的発展が期待され関

係地権者に対し厚くお礼申上げます。
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昭和45年11月1日 広 報 た ま か わ

＇
最
近
の
経
済
の
発
展
は

．
め
ざ
ま
し
く
、
国
民
の
所

得
水
準
も
向
上
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
そ
れ
に
比
べ
て
道
路

の
舗
装
だ
と
か
、
消
防
救

急
施
設
の
整
備
と
い
っ
た

公
共
施
設
が
非
常
に
遅
れ

て
い
ま
す
。

住
民
の
身
近
に
あ
っ
て

日
常
生
活
に
心
要
な
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
任

務
と
す
る
市
町
村
は
、
早

急
に
公
共
施
設
を
整
備
す

る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
公
共
施
設
の
整

備
を
市
町
村
が
共
同
で
行

な
お
う
と
す
る
協
力
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
、
広
域

市
町
村
圏
の
最
大
の
ね
ら

い
で
す
。

広
域
市
町
村
圏
が
設
定

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
町
村
の
広
域
行
政
が
推

進
さ
れ
、
公
共
施
設
の
整

備
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
国
土
の
均
衡
あ

る
発
展
と
過
疎
過
密
の
問

題
の
解
決
に
役
立
つ
こ
と

広
域
市
町
村
圏
の
ね

らい

郡山地区広域市町村圏

域内市町村一覧表
(45. 6. I現在）

に二；3,73~~ ニ:—~-
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に
な
り
ま
し
た
。

広
域
市
町
村
圏
の
設
定

①
都
市
と
そ
の
周
辺
の
農

山
漁
村
地
域
を
一
体
と

し
て
形
成
さ
れ
る
日
常

社
会
生
活
圏
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

③
人
口
、
お
お
む
ね
一
〇

万
人
以
上
で
す
。

③
都
市
的
な
施
設
や
機
能

を
も
っ
た
中
心
と
な
る

市
街
地
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を

考
慮
に
入
れ
て
昭
和
四
四

年
度
は
、
五
五
の
広
域
市

町
村
圏
が
設
定
さ
れ
昭
和

四
五
年
度
に
は
七
三
の
圏

広
域
市
町
村
圏
計
画

は
、
市
町
村
が
共
同

域
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
二
、
三
年
間
に
わ

た
り
設
定
が
続
け
ら
れ
、

最
終
的
に
は
全
国
で
三
五

0
程
度
の
広
域
市
町
村
圏

が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
広
城
市
町
村
圏

を
設
定
す
る
の
は
都
道
府

県
知
事
で
す
。
都
道
府
県

知
事
は
関
係
の
あ
る
市
町

村
と
協
議
し
て
広
域
市
町

村
圏
を
設
定
し
ま
す
。
設

定
す
る
際
に
は
あ
ら
か
じ

め
自
治
大
臣
と
協
議
し
ま

す。

合

広
域
市
町
村
圏
計
画

‘に
基
つ
く
事
業
は
、

広
域
行
政
機
構
で
実

施
さ
れ
ま
す

．[

広
域
市
町
村
圏
計
画
の

実
施
は
、
広
城
行
政
機
構

で
あ
る
一
部
事
務
組
合
や

地
方
公
共
団
体
の
協
議
会

又
は
広
域
行
政
機
構
で
な

い
一
部
事
務
組
合
や
地
方

公
共
団
体
の
協
議
会
な
ど

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

次
の
事
業
を
行
な
う
場

合
は
三
分
の
一
以
内
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

▽
道
路
整
備
IL
道
路
維
持

管
理
セ
ン

タ
ー

▽
消
防
救
急
施
設
11
消
防

署
、
消
防
ボ

冷
プ
、
消

防
専
用
電
話
、
救
急
自

動
車
、
防
火
水
そ
う

▽
教
育
文
化
体
育
施
設
11

理
科
教
育
施
設
、
産
業

教
育
施
設
、
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
、

学
校
給

食
共
同
調
理
場
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
、

公
会
常
、

音
楽
堂、

劇
場
、
図
書

い
広
域
市
町
村
圏
計

画
の
策
定
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て

補
助
し
ま
す
。

③
広
域
市
町
村
圏
計

画
に
基
づ
く
根
幹

的
な
事
業
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て

補
助
し
ま
す
。

③
広
域
市
町
村
圏
計

画
に
基
づ
く
根
幹

国
の
財
政
上
の

援
助

館
お
よ
び
巡
回
配
本
車

博
物
館
、
青
年
の
家
、

交
通
安
全
教
育
セ
ソ
タ

ー
、
一
般
用
水
泳
プ
］

ル
、
体
育
館
、
～
運
動
場

柔
剣
道
場
ま
た
は
野
外

活
動
施
設

う

▽
福
祉
施
設
11
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
経
費
老
人

ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
七

ソ
タ
ー
、
母
子
健
康
セ

ソ
タ
ー
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
、
働
く
婦
人
の
家

▽
環
境
衛
生
施
設
11
し
尿

処
理
場
お
よ
び
し
尿
＜

み
取
り
車
、
ご
み
焼
却

場
お
よ
び
運
搬
車
、
火

葬
場
、
暮
地
、
霊
き
ゅ

う
車
、
と
畜
場

▽
医
療
施
設
11
診
療
所
、

患
者
輸
送
車
、
検
診
者

伝
染
病
院
、
隔
離
病
舎

救
急
医
療
セ
ソ
タ
ー

▽
一
般
行
政
施
設
11
情
報

処
理
施
設
、
そ
の
他
行

政
管
理
改
善
の
た
め
の

施
設
設
備

助
産
費
の
支
給

一
万
円
に
引
き
上
げ

開
死
亡
場
所
の
細
部
を
調
査

的
な
事
業
に
要
す
る
経

費
に
つ
い

て
地
方
交
付

税
上
の
特
別
措
置
を
構

ず
る
と
と
も
に
、
地
方

債
の
許
可
に
つ
い
て
も

優
先
的
に
考
慮
し
ま
す

市
町
村
合
併
と
の
関
係

過
ぐ
る
戦
争
に
お
い
て

死
亡
さ
れ
た
戦
没
者
で
、

死
亡
公
報
中
戦
没
者
の
死

亡
場
所
の
細
部
を
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
ま
ま
告
知
さ

れ
た
者
が
あ
る
た
め
、
今

後
死
亡
場
所
の
細
部
を
調

査
し
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
者
は
旧
陸

軍
関
係
は
昭
和
二
十
年
一

月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
一

年
六
月
十
四
日
ま
で
の
間

に
発
行
さ
れ
た
死
亡
公
報

の
者
。
旧
海
軍
関
係
は
昭

和
十
七
年
二
月
三
日
か
ら

昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
発
行
さ
れ

た
死
亡
公
報
の
者
。

調
査
希
望
者
は
役
場
に

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
厚
生
省
及

び
県
が
行
な
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

工
事
入
札
結
果

昭
和
四
十
五
年
度
計
画

の
県
単
土
地
整
備
事
業
及

泉
保
育
所
の
棚
取
付
工
事

の
入
札
を
十
月
三
十
一
日

広
域
市
町
村
圏
は
、
以

上
の
よ
う
に
住
民
の
日
常

社
会
生
活
圏
を
単
位
と
し

て
市
町
村
の
広
域
行
政
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、

市市
町
村
の
合
併

を
前
提
と
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

行
い
ま
し
た
処
左
記
の
通

り
決
定
致
し
ま
し
た
の
で

御
知
ら
せ
致
し
革
す
。

一
、
掛
金
池
改
修
工
事

一、

0
三
四
、

0
0
0円

尾

形

建

設

一
、
令
多
志
池
改
修
工
事

七
三
八
、

0
0
0円

鈴

木

建

設

一
、
保
育
所
柵
工
事

三
七

0
、0
0
0円

鈴

木

建

設

国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
が
出
産
し
た
際
に
、

助
産
費
と
し
て
「
二
千
円
」

を
支
給
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
支
給
額
を
母
子

の
健
康
福
祉
向
上
を
図
る

た
め
に
「
一
万
円
」
に
引

き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
九

月
の
定
例
村
議
会
に
お
い

て
条
例
の
一
部
改
正
が
行

な
わ
れ
九
月
一
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
者
に
対
し
さ

か
の
ぽ
っ
て
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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一
、
目
的
こ
の
運
動
は
、
火
災
多
発
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の

向
上
を
は
か
り
、
火
災
の
発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事

故
の
絶
滅
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
統
一
標
語
「
あ
ぶ
な
い
、
消
し
忘
れ
、
切
り
忘
れ
」

三
、
実
施
期
間
昭
和
四
五
年
―
一
月
二
六
日
か
ら
一

二
月
二
日
ま
で

四
、
実
施
事
項
日
わ
が
家
の
防
火
総
点
検

口
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
の
防
止

包
暖
房
器
具
の
正
し
い
使
い
方

四
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
百
貨
店
、
事
務
所
等
多
数
の
者

の
出
入
す
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
火
避
難
訓

練
の
実
施

箇
防
火
規
制
の
徹
底

近
年
L
P
ガ
ス
（
プ
ロ

パ
ソ
ガ
ス
）
の
家
庭
へ
の

普
及
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
こ
の
便
利
な

L
P
ガ
ス
も
取
扱
い
を
一

歩
誤
ま
れ
ば
爆
発
や
、
火

災
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
危

害
を
人
に
お
よ
ぽ
す
危
険

な
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
火
災
、
爆
発

や
中
毒
に
よ
る
危
険
か
ら

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

現
に
、

L
P
ガ
ス
の
使

用
の
誤
り
に
よ
る
火
災

や
、
中
毒
が
か
な
り
多
く

起
こ
っ
て
い
る
。

L
P
ガ
ス
の
性
質

L
Pガ
ス
に
よ
る

事

故

の

防

止

に
は
L
P
ガ
ス
の
性
質
を

よ
く
知
り
、
そ
れ
を
正
し

く
受
扱
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。L
P
ガ
ス
と
は
液
化
石

油
ガ
ス
を
い
い
、
プ
ロ
パ

ソ
、
ブ
タ
ソ
を
主
成
分
と

す
る
ガ
ス
を
液
化
し
た
も

の
で
あ
る
。

ガ
ス
状
に
な
っ
た

L
P

ガ
ス
の
重
さ
は
空
気
の
約

-
•
五
倍
か
ら
ニ
・
0
倍

で
、
都
市
ガ
ス
は
空
気
の

約
0
•
五
倍
で
あ
る
か
ら

も
し
、
ガ
ス
が
漏
れ
た
場

合
、
都
市
ガ
ス
は
空
気
に

比
ぺ
て
軽
い
の
で
上
方
に

逃
げ
て
拡
散
す
る
が
、

L

P
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
い

の
で
下
方
に
沈
滞
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
室
内
な
ど

で
は
と
く
に
滞
留
し
や
す

い
状
態
に
な
る
。

こ
の
漏
れ
た
ガ
ス
の
空

気
中
に
お
け
る
ガ
ス
濃
度

が
爆
発
範

i
(
L
P
ガ
ス
で

ほ
ぽ
一
・
八
か
ら
九
•
五

％
、
都
市
ガ
ス
で
ほ
ぼ
九

か
ら
四

0
%）
内
に
な
る

と
裸
火
な
ど
の
炎
や
電
気

器
具
の
ス
イ
ヅ
チ
の
火

花
、
静
電
気
に
よ
る
火
花

な
ど
に
よ
り
引
火
し
、
爆

発
を
起
こ
す
こ
と
に
な

る。

村
で
は

昭
和
四
十

五
年
度
消

防
施
設
整
i

備
事
業
と

し
て
、
小

型
消
防
ボ

ソ
プ
四
台

を
一
、
六

七
二
、

0

0
0円
で

購
入
、
川

辺
、
蒜
生

南
須
釜
、

北
須
釜
の

各
分
団
に

配

置

し

た
。
今
回
の
整
備
に
よ
り

村
で
は
、
消
防
自
動
車
一

台
、
小
型
動
カ
ボ
ン
プ
一

六
台
と
な
り
、
火
災
防
止

に
万
全
を
期
す
こ
と
に
な

こ
。
f
 

つ

L
P
ガ
ス
に
は
臭
い
が

つ
け
て
あ
る
の
で
、
ガ
ス

漏
れ
に
気
づ
い
た
ら
直
ち

に
近
く
の
火
を
消
し
、
ガ

ス
器
具
の
コ
ッ
ク
や
ボ
ソ

べ
の
バ
ル
ブ
を
締
め
、
窓

や
戸
な
ど
を
開
放
し
、

L

P
ガ
ス
を
屋
外
に
拡
散
さ

せ
、
で
き
る
だ
け
ガ
ス
の

滞
留
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

は
、
入
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。
電
気
扇
風
機
な
ど
の

電
気
器
具
は
火
花
を
出

し
、
引
火
さ
せ
る
危
険
が

あ
る
の
で
使
用
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
め
る
。

事
故
の
防
止
の

た
め
に

L
P
ガ
ス
に
よ
る
火
災

や
爆
発
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
十
分
注

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
ii
1-

①
ス
ト
ー
ブ
、
コ
ソ
ロ
、

風
呂
ガ
マ
な
ど
の
燃
焼

器
具
の
機
能
が
正
常
か

ど
う
か
点
検
す
る
。

②
換
気
が
十
分
で
き
る
か

点
検
す
る
。
と
く
に
密

閉
さ
れ
た
室
内
の
浴
場

は
換
気
口
（
給
気
口
、

排
気
口
）
を
つ
け
る
。

③
ガ
ス
器
具
は

L
P
ガ
ス

用
の
器
具
を
用
い
る
、

（
都
市
ガ
ス
用
器
具
は

カ
ロ
リ
ー
が
異
な
る
の

で
そ
の
ま
ま

L
P
ガ
ス

用
に
用
い
る
と
不
完
全

燃
焼
を
起
こ
す
）
。

④
ガ
ス
の
配
管
、
ガ
ス
ホ

ー
ス
は
破
損
し
た
り
、

漏
れ
が
な
い
か
よ
く
調

べ
、
古
い
ガ
ス
ホ
ー
ス

は
早
め
に
取
替
え
る
な

ど
ガ
ス
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
す
る
。
ガ
ス
器
具

と
ガ
ス
ホ
ー
ス
と
の
取

付
け
も
止
め
金
を
用
い

て
完
全
に
取
付
け
、
ガ

ス
ホ
ー
ス
が
は
ず
れ
な

い
よ
う
に
す
る
。

⑤
ガ
ス
ボ
そ
へ
の
置
場
も

倒
れ
た
り
し
な
い
よ
う

柱
、
杭
な
ど
に
固
定
し

直
射
日
光
に
当
た
ら
な

い
よ
う
、
お
お
い
を
つ

け
る
よ
う
に
す
る
。

⑥
点
火
前
に
は
必
ず
ガ
ス

漏
出
が
な
い
か
確
か
め

る
。
ガ
ス
に
は
臭
い
が

つ
い
て
い
る
の
で
、
朝

や
帰
宅
後
に
ガ
ス
を
使

用
す
る
前
に
必
ず
確
か

め
て
か
ら
使
用
す
る
こ

。
と

-1国
1111111|-

①
燃
焼
が
正
常
に
な
る
よ

う
空
気
量
の
調
節
を
行

な
い
不
完
全
燃
焼
さ
せ

な
い
よ
う
注
意
す
る
。

②
使
用
す
る
室
内
等
の
換

気
に
十
分
注
意
し
、
空

気
の
不
足
に
よ
る
不
完

全
燃
焼
や
人
の
窒
息
、

中
毒
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
。

③
使
用
す
る
場
所
は
、
近

く
に
燃
え
や
す
い
物
、

（
紙
類
、
カ
ー
テ
ン
、

ガ
ソ
リ
ソ
、
ベ
ソ
ジ
ソ

な
ど
）
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
、
ガ
ス
器
具
の

上
に
物
が
落
ち
な
い
よ

う
に
す
る
。
（
ガ
ス
器

具
の
上
部
は
燃
焼
ガ
ス

の
対
流
に
よ
り
熱
せ
ら

れ
、
ま
た
、
赤
外
線
ス

ト
ー
ブ
、
反
射
ス
ト
ー

ブ
の
場
合
は
副
射
熱
に

よ
り
熱
せ
ら
れ
る
の
で

置
き
場
所
に
注
意
す
る

こ
と
。
）

④
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け

た
ま
ま
就
寝
し
な
い
こ

と。

⑤
入
浴
中
も
換
気
に
十
分

気
を
つ
け
、
換
気
口
の

な
い
浴
場
で
は
ガ
ス
を

つ
け
た
ま
ま
入
浴
し
な

、o
し就

寝
や
外
出
の
前
に
は

も
ち
ろ
ん
元
栓
を
必
ず
止

め
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。昭

和
四
十
五
年
秋
の
叙

位
叙
勲
に
さ
い
し
、
元
村

長
大
木
一
夫
氏
（
七
九
オ
）

に
、
地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
勲
五
等
双
光
旭
日
章

を
十
一
月
三
日
受
与
さ
れ

ま
し
た
。

氏
は
、

昭
和
一

年

秋
の
叙
勲
で

大
木
一
夫
氏
受
彰

小
型
消
防
ポ
ン
プ
四
台
を
購
入

四
十
五
年
度
の
普
通
も

み
す
り
等
の
料
金
を
次
の

よ
う
に
定
め
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定

一
金
壱
千
円
也
普
通
脱

穀
（
一
時
間
に
付
）

一
金
壱
千
弐
百
円
也
自

動
脱
穀
（
一
時
間
に
付
）

一
金
百
四
拾
円
也
も
み

す
り
（
玄
米
6
0
k
当
り
）

一
金
弐
百
円
也
掲
精
料

（
玄
米
6
0
k
当
り
）

一
金
五
百
円
也
揚
精
料

（
大
麦
5
0
k
当
り
）

一
金
弐
百
五
拾
円
也
大

麦
挽
割

(
5
0
k
当
り
）

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

玉
川
村
穀
物
調
整

組
合
連
絡
協
議
会

も
み
す
り
等
の

料
金
定
ま
る

五
月
須
釜
村
長
就
任
以
来

昭
和
三
十
四
年
四
月
ま
で

（
旧
須
釜
村
長
九
年
、
玉

川
村
長
四
年
）
十
三
年
間

村
政
担
当
者
と
し
、
又
、

各
種
公
職
を
歴
任
終
戦
後

の
荒
廃
せ
る
郷
土
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
今
回
晴
れ
の
叙
煎
と

な
っ
た
も
の
で
、
関
係
者

一
同
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。



人
は
た
と
え
さ
さ
や
か

な
暮
し
で
あ
っ
て
も
思
い

ど
う
り
の
暮
し
が
で
き
た

と
き
に
限
り
な
い
喜
び
と

幸
せ
を
感
ぞ
る
。

世
の
中
が
す
す
む
に
つ

れ
理
想
の
住
み
よ
い
暮
し

を
は
ば
む
も
の
、
そ
れ
は

文
明
の
利
器
…
…

車
は
人
を
う
ぼ
い
、
公

害
は
郷
土
を
む
し
ば
む
。

交
通
を
よ
く
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

、

公

害

を

な

く

す

に

は

ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
？

ヵ

県
や
市
町
村
は
郷
土
の

ま

繁

栄

と

住

民

の

幸

せ

に

か

け
て
、
き
ょ
う
も
、
明
日

こ

も

よ

り

よ

い

施

策

と

建

設

t
ク

を
つ
づ
け
る
。
君
が
、
僕

が
、
私
が
、
あ
な
た
が
、

み
ん
な
で
納
め
た
税
金
が

報

郷
土
建
設
の
た
め
大
き
な

a、力
と

な

っ

て

働

く

の

だ

。

昭

和

四

十

五

年

度

、

第

税
金
は
み
ん
な
で
定
め
二
十
三
回
福
島
県
文
学
賞
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 ヽ
艮

雀

子

溝

井

一

一

一

叩
穂
ば
ら
み
て
太
く
仲
び
た
る
早
稲
田
に
は

一
雀
子
早
も
群
な
し
て
飛
ぶ

11

き
び
し
く
も
残
暑
は
照
り
て
照
り
返
す
青

i

ー
田
に
群
れ
て
雀
子
は
飛
ぶ

f

一
＂

米

調

整

の

き

び

し

き

掟

の

中

に

し

て

穂

ば

血

叩

ら

み

太

く

豊

作

の

兆

一

家

建

て

る

に

き

り

て

残

り

し

梅

の

枝

に

少

"

一
[

き

花

を

今

年

は

つ

け

ぬ

一

残
暑
と
は
云
へ
ど
汗
ば
む
事
務
室
に
一
翰

111

咲
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の
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が
匂
ふ
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昭和 45年 11月1日 わ 第 58号 (4) 

高
原
さ
ん
に

奨

励

賞

小
針
安
司
監
査
委
員
が

十
月
四
日
で
任
期
が
満
了

し
た
の
で
、
そ
の
後
任
委

員
と
し
て
、
竜
崎
の
仁
井

田
保
治
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
前
委
員
の
小
針
安
司
氏

に
は
十
二
年
間
と
い
う
長

い
期
間
、
村
発
展
の
た
め

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 監

査
委
員
に

仁
井
田
氏
選
任

ら
れ
た
日
ま
で
に
進
ん
で

納
め
よ
う
。

住
み
よ
い
郷
土

押
す
租
税

あ
と

11
月
ー

12
月
ま
で

地
方
税
完
納
運
動

... -＝-＝＝＝＝=＝ 
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血

秋

の

旅

関

根

栖

泉

一

i
 

一

紅

葉

し

て

小

滝

の

落

つ

る

最

上

川

一

峠

路

の

雲

と

と

の

い

し

秋

日

和

皿

減

反

の

稲

架

ひ

く

く

紐

む

干

拓

地

[

血

千

拓

の

住

居

と

、

の

い

落

し

水

血

磨

崖

仏

秋

の

日

ざ

し

の

海

匂

ひ

〗
秋
の
日
を
海
に
ゆ
る
り
と
最
上
川

4

〗
吹
か
れ
て
は
上
を
離
る
る
草
の
架
血

更

け

し

夜

の

古

り

し

障

子

に

茶

立

虫

[
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詩
の
部
で
数
多
い
応
募
作

品
の
中
か
ら
大
字
小
高
、

高
原
木
代
子
さ
ん
の
作
品

「
小
さ
な
蝶
」
が
見
事
奨

励
賞
に
入
選
、
十
一
月
三

日
文
化
の
日
に
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

青
年
学
級
和
裁
生
花
の

授
業
を
四
十
五
年
十
二
月

一
日
よ
り
来
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
玉
川
村
公
民
館

及
び
須
釜
公
民
館
で
開
請

し
ま
す
。

授
講
希
望
者
は
来
る
十

一
月
二
十
日
ま
で
、
公
民

館
事
務
局
へ
申
込
み
下
さ

和
裁
生
花

授
業
開
講

女

第
二
十
回
福
島
民
俗
芸

能
大
会
は
十
一
月
十
四
日

田
島
町
で
開
催
さ
れ
ま
す

が
本
村
竜
崎
に
文
保
二
年

か
ら
踊
り
伝
え
ら
れ
て
き

た
「
竜
崎
ひ
ら
鍬
踊
り
」

上
野
鶴
雄
さ
ん
外
二
十
名

が
出
演
す
る
。

r

—
妊
婦
の
健
康

毎
月
あ
っ

ま
っ
た
ら
、
医
師
又
は
助

産
婦
の
診
察
を
受
け
、
妊

娠
か
ど
う
か
確
め
ま
し
ょ

う
。
妊
娠
と
決
定
し
た
ら

お
艇
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
九
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

美

代

子

音

治

三

女

文

枝

正

司

孫

孝

子

源

三

二

康

仁

泰

人

の

正

光

ハ

ナ

竜
崎
ひ
ら
鍬
踊
り

県
大
会
で
出
演

、0、
＞

北ク南竜岩ク小川部
須須法
釜釜崎寺

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
…
…

赤
地
に
金
色
の

J
A
S

マ
ー
ク

プ
レ
ス
ハ
ム
、
プ
レ
ス
ソ

ー
セ
ー
ジ
…
…
オ
レ
ン
ジ

に
茶
色
の

J
A
S
マ
ー

ク

日

□
 混

合
製
品
：
…
•
水
色
地
に

青
色
の

J
A
S
マ
ー
ク

魚
肉
ハ
ム
、
魚
肉
ソ
ー
セ

ー
ジ
…
…
白
の

J
A
S
マ

ー
ク
混
合
製
品
と
は
、
畜
肉

を
主
体
と
し
、
魚
肉
の
混

っ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の

主
な
種
類

ポ
ン
レ
ス
ハ
ム
…
…
豚

の
も
も
肉
を
整
形
し
、
塩

潰
調
味
し
、
く
ん
煙
油
煮

し
た
も
の
。

ロ
ー
ス
ハ
ム
：
・
・
豚
の

ロ
ー
ス
肉
を
整
形
し
、
塩

漬
調
味
し
、
く
ん
煙
油
煮

し
た
も
の
。

ベ
ー
コ
ン
：
・
…
豚
の
脇

腹
肉
を
塩
潰
し
、
整
形
し

た
後
、
乾
燥
し
て
く
ん
煙

し
た
も
の
。

プ
レ
ス
ハ
ム
…
…
畜
肉

‘ヽ¥＼、vヽ‘‘、v‘‘‘、／し`‘‘‘ー／ヽ‘‘`̀
／し、‘‘‘‘//‘‘‘、
V

、記`／
J
z

、ヽ
くヽ‘‘¥、v‘‘、i‘/

論
、
妊
娠
中
毒
症
の
予
防

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

た
め
定
期
的
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
奸
娠
七
ヶ
月

迄
は
一
ヶ
月
に
一
回
、
妊

-
9
こ
逝
去
お
悔□九
〗
旦

叔

母

佐
藤
忠

正

吉

―

―

男

主

良

知

の

父

喜

父
主

ナ

カ

子

の

夫

母ク

高辺落

相塩小吉溝須小
ヽ！林,, 死
瓜 田井藤針亡
喜 者

マケ正三常正カイ氏
名

ッサ夫郎吉秋ネネ

恨

妊
娠
届
を
堤
出
し
母
子
手

帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
妊
娠
中
の
異
常
は
勿

里
lli

子＂

義

明二 清

ー

生

活

の

知

恵

ぃ
ー
セ
ー
戸
の
見
方
買
い
方
の
肉
片
を
塩
潰
し
調
味
料

を
加
え
、
混
ぜ
合
せ
ケ
ー

シ
ン
グ
に
詰
め
、
く
ん
煙

油
煮
し
た
も
の
。

ウ
イ
ン
ナ
ー
ゾ
ー
セ
ー

ジ
…
…
畜
肉
を
ひ
き
肉
に

し
、
調
味
料
を
加
え
て
ね

り
合
せ
、
羊
腸
ま
た
は
こ

れ
に
準
じ
た
太
さ
の
ケ
ー

シ
ソ
グ
に
詰
め
、
＼
ヽ
ん
煙

油
煮
し
た
も
の
。

ポ
ロ
ニ
ア
ン
ソ
ー
セ
ー

ジ
…
…
畜
肉
を
ひ
き
肉
に

し
、
こ
れ
に
調
味
料
を
加

え
て
ね
り
合
せ
、
ケ
ー
シ

ソ
グ
に
詰
め
、
く
ん
煙
湯

煮
し
た
も
の
。

サ
ラ
ミ
ソ
ー
セ
ー
ジ
…

…
畜
肉
を
主
原
料
と
し
、

こ
れ
に
豚
脂
肪
及
び
調
味

料
を
加
え
て
ね
り
合
せ
、

ケ
ー
シ
ン
グ
に
詰
め
た
後

乾
燥
し
た
も
の
。

娠
八
ヶ
月
、
九
ヶ
月
は
二

週
間
に
一
回
、
妊
娠
十
ケ

月
は
一
週
に
一
回
、
医
師

12
日
16
日
20
日

25
日

R
親
が
ま
ず

役

場

6
日
消
防
ボ
ッ
プ
引
渡

式レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

消
防
団
幹
部
会

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会

月
例
監
査

消
防
団
秋
季
訓
練

会

A
 手
本
を
示
そ
う

26
日

15
日
17
日

正
し
い
横
断

教
育
委
員
四
辻
分

校
訪
問

青
年
学
級

買

い

方

ハ

ム

〇
保
存
用
に
は
丸
の
ま
ま

一

買
い
、
薄
切
り
に
し
た

も
の
は
光
沢
の
あ
る
ペ

ラ
色
の
切
り
口
の
も
の

を
必
要
量
求
め
、
つ
か

い
き
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

0
生
食
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
生
肉
と
別
に
し

て
清
潔
な
状
態
で
切
り

売
り
す
る
店
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

ソ
ー
セ
ー
ジ

0
長
期
保
存
は
む
り
な
の

で
必
要
量
だ
け
求
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0
着
色
の
な
い
自
然
色
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う

〇
味
覚
の
点
で
は
製
造
後

四
週
間
位
ま
で
が
お
い

し
く
、
そ
れ
か
ら
だ
ん

だ
ん
味
が
落
ち
ま
す
。

又
は
、
助
産
婦
に
よ
る
診

察
を
受
け
「
す
こ
や
か
なヽ

を
生
み
ま
し
ょ
う
。

先
月
の
日
誌
よ
り教

育
委
員
会

公

民

館

13
日
壮
年
体
カ
テ
ス
ト

14
日
県
立
図
書
館
あ
づ

ま
号
巡
回

十

月




